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次の微分方程式を解け。

（ベルヌーイの微分方程式）
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　とおくと， 　と表せる．

ここで，
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　なので，

　（ 任意定数）・・・①

次のページヘ
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の続き

このように＊の条件が成立するものを完全微分形といい，

解は上記のように表される．

以下 について解く．

この式を について偏微分すると，

　より，

　 　（ :任意定数）

①より

　

:C C　（ 任意定数）
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定数係数 階線形常微分方程式

特性方程式

特性方程式の解 　重解

よって，一般解は

より、

よって、
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ベルヌーイの微分方程式　 　・・・①

従属変数変換　　 　とおくと，

①を代入して，

に関する次の1階線形微分方程式が得られる 　
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の続き

積分因子 （ ）を②の両辺にかける

左辺は の導関数なので，

( )
　（ :任意定数）

よって，②の解は，

 （ :任意定数）


